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平成２９年度第２回滝沢市国民健康保険運営協議会会議録 

 

１ 日 時  平成３０年２月１６日（月）１３時００分から１４時２０分まで 

２ 場 所  滝沢市役所 ４階中会議室 

３ 出席者  １６名 

区分 氏名 欠席 

国

保

運

営

協

議

会

委

員 

公益を代表する委員 

会長 下田 富幸  

委員 櫻小路 昭男  

委員 中舘 綾子  

被保険者を代表する委員 

委員 川邉 美恵子  

委員 熊谷 トシ子  

委員 田村 はる子  

保険医又は保険薬剤師を代表する委員 

委員 髙橋 邦尚 欠席 

委員 三浦 幹也  

委員 大橋 正和  

被用者保険等保険者を代表する委員 委員 佐々木 誠  

滝

沢

市 

滝沢市長 柳村 典秀 途中退席 

健康福祉部長 小川 亨 途中退席 

保険年金課長 舘澤 俊幸  

税務課長 井上 久  

収納課長 正木 賢  

保険年金課 総括主査 田沼 政司  

保険年金課 主任 藤村 莉乃  

４ 傍聴人  なし 

 

                  会議内容                   

１ 開  会 

２ 市長あいさつ 

３ 会長あいさつ 

４ 会議録署名人の指名 

川邉委員と佐々木委員を指名 

５ 議  事 

（１）報告第１号 

平成２９年度滝沢市国民健康保険特別会計補正予算（第３号）について 

発言者 発言内容 

議長（会長） 議事に入ります。 

初めに、報告第１号「平成２９年度滝沢市国民健康保険特別会計補正

予算（第３号）について」を議題といたします。 

事務局の説明をお願いします。 
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事務局 報告第１号「平成２９年度滝沢市国民健康保険特別会計補正予算（第

３号）について」説明いたします。 

本協議会での審議事項については、滝沢市国民健康保険条例施行規則

第７条第２号に「国民健康保険特別会計予算に関する事項（人件費その

他軽易なものを除く。）」とあることから、本案件は報告案件としており

ます。 

平成２９年度滝沢市国民健康保険特別会計補正予算（第３号）は、２

８万３千円の増額補正です。 

補正内容は、人事院勧告実施に係る人件費関連の補正です。 

なお、本補正予算は、滝沢市議会１２月会議で議決されております。 

～【資料１】と【資料２】の１２月補正欄を説明～ 

以上で、報告第１号「平成２９年度滝沢市国民健康保険特別会計補正

予算（第３号）について」の説明を終わります。 

議長（会長） 事務局から、報告第１号「平成２９年度滝沢市国民健康保険特別会計

補正予算（第３号）について」の説明がありました。 

意見、質問等ありませんか。 

なければ、報告第１号「平成２９年度滝沢市国民健康保険特別会計補

正予算（第３号）について」は、報告案件でございますので、以上で終

了といたします。 

 

（２）議題第１号 

平成２９年度滝沢市国民健康保険特別会計補正予算（第４号）について 

発言者 発言内容 

議長（会長） この案件から審議案件です。 

議題第１号「平成２９年度滝沢市国民健康保険特別会計補正予算（第

４号）について」を議題といたします。 

事務局の説明をお願いします。 

事務局 それでは、議題第１号「平成２９年度滝沢市国民健康保険特別会計補

正予算（第４号）について」説明いたします。 

平成２９年度滝沢市国民健康保険特別会計補正予算（第４号）は、３

億９千８２９万８千円の減額補正です。 

本補正予算は、滝沢市議会３月会議に上程いたします。 

初めに、補正予算の概要です。 

平成２９年度も終盤を迎え、歳入状況や歳出状況の目途がたってきま

した。 

本補正では、保険給付費の減額により医療費に関係する歳入科目につ

いて減額しているところです。 

保険給付費の減額の大きな要因は、平成２８年１２月の薬価改定と平

成２９年２月の高額医薬剤の価格引き下げの影響が大きかったと分析し

ております。 
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医療費の請求は２ヶ月遅れで保険者に届くことから、当初予算編成前

にその影響幅を見極めることができず、今回大幅な減額となりました。 

続いて、歳入と歳出について、個々に説明していきます。 

～【資料１】と【資料２】の３月補正欄を説明～ 

以上で、議題第１号「平成２９年度滝沢市国民健康保険特別会計補正

予算（第４号）について」の説明を終わります。 

議長（会長） 事務局から、議題第１号「平成２９年度滝沢市国民健康保険特別会計

補正予算（第４号）について」の説明がありました。 

意見、質問はありませんか。 

なければ、議題第１号「平成２９年度滝沢市国民健康保険特別会計補

正予算（第４号）について」は、異議が無いものとしてよろしいですか。 

それでは、議題第１号「平成２９年度滝沢市国民健康保険特別会計補

正予算（第４号）について」は、異議が無いものとして答申することと

いたします。 

 

（２）議題第２号 

平成３０年度滝沢市国民健康保険事業計画について 

発言者 発言内容 

議長（会長） 続いて、議題第２号「平成３０年度滝沢市国民健康保険事業計画につ

いて」を議題といたします。 

事務局の説明をお願いします。 

事務局 議題第２号「平成３０年度滝沢市国民健康保険事業計画について」説

明いたします。 

この事業計画については、これまで審議案件としておりませんでした

が、当初予算と密接な関係があることから、今回から審議案件といたし

ました。 

なお、この事業計画は、県の指導監査において策定するよう口頭指導

を受けているものです。 

【資料３】をご覧ください。 

平成３０年度からの国保広域化により県が財政運営責任者になるわ

けでありますが、保険給付や保健事業の実施、国保税の賦課徴収事務は、

これまで通り市町村が実施います。 

よって、市が行う事業内容は変わりないことから、事業計画は前年度

の計画を一部見直す形で作成しました。 

～以下、「１ 滝沢市国民健康保険事業計画の目的」を確認してから、

変更点を説明～ 

財政調整基金と国保広域化の影響ですが、「「国保広域化」により県が

財政運営の責任者となることから、岩手県の医療費として県内の市町村

国保が負担すべき医療費推計を行い、そのうち滝沢市国保が負担する事

業費納付金が割り当てされ、国保税収の見込みを立て、収支を賄うこと
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になります。 

「国保広域化」により、滝沢市国保の医療費が伸びなくても、県内医

療費が伸びれば、滝沢市国保に割り当てられる事業費納付金は増えるこ

とから、予期せぬ納付金増加への備えが必要です。 

また、今後５ヶ年の国保会計の予算推計では歳入不足が見込まれるこ

とから、財政調整基金については一定金額を確保しておく必要がありま

す。」としております。 

「被保険者の健康の保持・増進」では、健診受診率等の目標値を平成

３０年度の目標値に変更しています。 

「収納率向上対策の推進」の納めやすい環境の整備では、平成３０年

度からクレジットカード払いとマル公納付書（ゆうちょ銀行で使用でき

る納付書）の運用を開始します。 

また、国保税の収納率を平成３０年度の目標値に変更しております。 

以上で、議題第２号「平成３０年度滝沢市国民健康保険事業計画につ

いて」の説明を終わります。 

議長（会長） 事務局から、議題第２号「平成３０年度滝沢市国民健康保険事業計画

について」の説明がありました。 

意見、質問はありませんか。 

委員 保健事業ですが、主な取り組みで特定健診の受診率や保健指導の実施

率の目標値が掲載されていますが、これ以外の保健事業についても計画

に盛り込むべきと思いますがいかがでしょうか。 

事務局 本計画は、国民健康保険の事業計画という観点から、国保事業として

実施している特定健診と若年者健診について掲載しているものです。 

保健事業ではこの他に人間ドック助成も行っておりますが、人間ドッ

ク助成は市全体の事業として行っていること、また、特定健診事業と対

象者が被る部分があることから掲載を見送っております。 

特定健診の受診率については、国で定めた目標値が６０％となってお

りますが、平成２８年度の実績値と比較するとなかなか６０％は難しい

ということで、平成３０年度につきましては５０％としているもので

す。 

委員 特定健診が始まって１０年経過しているわけですが、これまでの分析

などは整理が進んでいるのでしょうか。 

事務局 特定健診は当初自己負担がありましたが、途中で自己負担なしにした

ところ、受診率が１０％ほど上がりました。 

未受診者に対しては、毎年対象地区を決めて受診勧奨を行うなど取り

組んでいますが、なかなか数値に反映できていないことから、新しい方

策を考えていかなければと考えております。 

事務局 補足ですが、保健事業に関しては、今年度までの３年間については「第

１期保健事業計画」を策定し取り組んでまいりました。 

平成３０年度からの３年間の「第２期保健事業計画」を今年度中に策
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定することで、現在取り組んでおりますが、まだ完成していない状況で

す。 

今日は、概要版であればお示しできるかなということで、その他で説

明させていただくことになっていますので、よろしくお願いいたしま

す。 

委員 事業計画には、受診率や収納率の平成２８年度の実績と平成３０年度

の目標が示されているが、併せて平成２９年度の見込みについてお知ら

せいただけるとわかりやすいので、わかればお知らせいただきたい。 

事務局 受診率に関しては、この３年ほど４６．３％前後の横ばいで推移して

おり、平成２９年度もほぼ同じくらいになると考えておりますが、正式

な数値は１１月に確定することになっています。 

事務局 収納率に関しては、毎月月末データで確認しておりますが、平成２９

年度の国保税は、１月末現在の対前年比では０．０１から０．０２程度

の増となっております。 

例年同じような傾向となっていることから、最終的には前年度並みの

収納率を見込んでいます。 

委員 特定健診の受診率などの目標値ですが、前年度の事業計画の目標値と

比べて、下がっています。 

また、市長が平成３０年度に健康づくり宣言を行う旨表明しています

が、関連して保健事業の予算増額など何らかの形で反映されていること

もなく、果たしてどうなのかなと思いました。 

そういった観点から、もう少し詳しいデータを出してもらいたかっ

た。 

委員 関連してですが、データヘルス計画では複数年の計画を立てていると

思いますが、この事業計画では単年度の目標だけが掲載されているの

で、わかりにくくなっていると思います。 

議長（会長） 特定健診の受診率などについては、先ほど事務局から説明があった通

り、新しいデータヘルス計画に示されるということでしたので、ご理解

いただきたいと思います。 

その他ございませんか。 

委員 医療費の適正化に係るレセプト点検ですが、その財政効果額について

出せるので、あれば出していただきたい。 

事務局 今回の計画書には載せていませんが、今後はそういう資料も付けて、

わかりやすい計画書にしていきたいと思います。 

委員 啓発活動の推進のなかに、臓器移植の意思表示の記載があるが、唐突

な感じがしますが、何か特別なことでしょうか。 

事務局 臓器移植の意思表示については、保険証更新時にパンフレットを同封

しています。国からの指導により実施しているものです。 

議長（会長） ほかに意見、質問はありませんか。 

なければ、議題第２号「平成３０年度滝沢市国民健康保険事業計画に
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ついて」は、異議が無いものとしてよろしいですか。 

それでは、議題第２号「平成３０年度滝沢市国民健康保険事業計画に

ついて」は、異議が無いものとして答申することといたします。 

 

（３）議題第３号 

平成３０年度滝沢市国民健康保険特別会計当初予算について 

発言者 発言内容 

議長（会長） 次の案件に移ります。 

議題第３号「平成３０年度滝沢市国民健康保険特別会計当初予算につ

いて」を議題といたします。 

事務局の説明をお願いします。 

事務局 議題第３号「平成３０年度滝沢市国民健康保険特別会計当初予算につ

いて」説明いたします。 

説明の前に、平成３０年度から会計の仕組みが大きく変わっています

ので、初めにその点を説明してから、議案の説明に入りたいと思います。 

～新しい会計の仕組みと科目の変更状況を説明～ 

平成３０年度滝沢市国民健康保険特別会計当初予算は、総額４８億６

千９１４万５千円です。 

本当初予算については、滝沢市議会３月会議に上程いたします。 

平成３０年度の当初予算は、２９年度と比べ１２億７千３６８万２千

円の減となっています。 

これは、平成３０年度からの国保広域化により、県が国保の財政運営

の責任者となることで、これまで市町村が歳入で受けていた部分を、あ

らかじめ差し引いたうえで県に事業費納付金を支払うことから、大きな

減額となったものです。 

続いて、歳入と歳出について、個々に説明していきます。 

～以下、【資料４】と【資料５】を説明～ 

以上で、議題第３号「平成３０年度滝沢市国民健康保険特別会計当初

予算について」の説明を終わります。 

議長（会長） ただいま事務局から、議題第３号「平成３０年度滝沢市国民健康保険

特別会計当初予算について」の説明がありました。 

意見、質問はありませんか。 

委員 

 

医療費の予算の組み方ですが、県と話し合いしながら予算を編成され

たと思いますが、県の指導に基づき予算を組んでいるのか、あるいは、

滝沢市独自に実績を踏まえて予算を組んでいるのか教えていただければ

と思います。 

事務局 予算については、県が県内全ての市町村の医療費推計を行い、このく

らいの医療費が見込まれますと通知がありまして、それに基づき市町村

が予算化している状況です。 

各市町村に示された医療費は、その総額を県が支払うことになる仕組
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みなので、各市町村の医療費の予算額総計と県の交付金予算額は同一と

なっている状況です。 

以上のことから、医療費について市町村が独自に勘案して調整すると

いうことはありません。 

また、歳入についても、県から支払われる交付金と対象医療費の総額

が一致することから、市町村独自に調整することはありません。 

委員 運営協議会費は、これまで総務管理費に入っていたわけですが、新た

に科目を起こした理由はわかりますか。 

また運営協議会費の２３３千円の中身を教えていただきたい。 

事務局 科目が分かれたことですが、こちらでもわからない部分ではあります

が、予算上明確にするためだったのではないかと思います。 

予算の中身は、運営協議会に出席いただいた委員の皆さまに支払う報

酬と旅費であります。 

委員 保険者努力支援制度について、どういう制度か教えてください。 

事務局 保険者努力支援制度は、平成３０年度からとなっていますが、一部前

倒しで実施されています。 

内容については、収納率向上対策として目に見えて収納率が上がって

いるとか、医療費通知をきちんと出しているかとか、特定健診の受診率

がどうなっているかとかを点数化して、点数に応じて交付されるもので

す。 

委員 目標に達しなければペナルティがあるという感じのものですか。 

事務局 ペナルティというものはなくて、あくまでも点数により交付される金

額が多くなるか、少なくなるかというものです。 

議長（会長） ほかにございますか。 

なければ、議題第３号「平成３０年度滝沢市国民健康保険特別会計当

初予算について」は、異議が無いものとしてよろしいですか。 

それでは、議題第３号「平成３０年度滝沢市国民健康保険特別会計当

初予算について」は、異議が無いものとして答申することといたします。 

 

（５）議題第４号 

滝沢市国民健康保険事業財政調整基金条例の一部改正について 

発言者 発言内容 

議長（会長） 最後の案件です。 

議題第４号「滝沢市国民健康保険事業財政調整基金条例の一部改正に

ついて」を議題といたします。 

事務局の説明をお願いします。 

事務局 議題第４号「滝沢市国民健康保険事業財政調整基金条例の一部改正に

ついて」説明いたします。 

平成３０年度から国保広域化により、これまで市が直接支払っていた

負担金などは、県に納付金として支払い、県が市町村に代わって負担金
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を支払う形に変わります。 

これにより財政調整基金から充当すべき使途に変更が生じることか

ら、条例の一部を改正するものです。 

～以下、【資料６】について説明～ 

以上で、議題第４号「滝沢市国民健康保険事業財政調整基金条例の一

部改正について」の説明を終わります。 

議長（会長） 事務局から、議題第４号「滝沢市国民健康保険事業財政調整基金条例

の一部改正について」の説明がありました。 

質問、意見はありませんか。 

なければ、議題第４号「滝沢市国民健康保険事業財政調整基金条例の

一部改正について」は、異議が無いものとしてよろしいですか。 

それでは、議題第４号「滝沢市国民健康保険事業財政調整基金条例の

一部改正について」は、異議が無いものとして答申することといたしま

す。 

以上で議事を終了いたします。ありがとうございました。 

 

６ その他 

（１）第２期滝沢市国民健康保険保健事業実施計画（第二期滝沢市国保データヘルス計画）

について 

資料に沿って説明。平成２７年度から平成２９年度の第一期計画を踏襲する形で、平

成３０年度から平成３２年度までの第二期計画を策定中。 

計画策定後、委員宛送付することにした。 

（２）その他 

会議資料については、事前に送付していただいているが、会議当日はその資料を持参

してもらうこととし、会議当日に新たな資料配布はやめてはどうか。 

もし、資料の差し替えが必要なときは、差し替え分のみ新たに準備すればいいのでは

ないか。 

次回から委員の皆様には事前送付の資料を持参してもらうこととした。 

 

７ 閉 会 
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平成３０年  月  日 

 

 

 

 

この会議録が正確であることを認め、ここに署名捺印します。 

 

 

 

会 長                            

 

 

 

議事録署名人（委員）                     

 

 

 

議事録署名人（委員）                     


